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コンサートで『きよしのズンドコ節』を歌う瑠璃光苑音楽クラ
ブの皆さん

市ふれあい障害者文化祭が市民センターでありました。

文化ホールでは障害者を支援する施設や事業所などによ

るコンサートがあり、障害のある人もない人も、それぞ

れに練習を重ねた歌や踊りを披露して楽しみました。ま

た館内では、障害のある人が制作した絵画や手芸品など

が並ぶ作品展もあり、多くの来場者が鑑賞していました。

ふれあい障害者文化祭

障害のある人がいきいきと暮らせるように

ホワイエでは障害者支援施設や事業所で作られた食品などの販
売もありました 作品展に並んだ力作を鑑賞する来場者

市民図書館の貸し出し冊数が 1234 万 5678 冊に

皆さんの人生に寄り添う図書館です

市民図書館の貸し出し冊数が、通算1234万 5678冊に達

しました。ちょうどその冊数に当たる本を借りた松島町の

野中照美さんに、『貸出記念の証』や図書カードなどが贈ら

れました。野中さんは、「思いがけず記念になってうれし

い」とにっこり。杉原あけみ館長は、「これからも多くの

皆さんの人生に寄り添う図書館でありたい」と話しました。

↑ 1234 万 5678 冊目の本を借りる野中さん（右）

伊万里公民館でうちどく推進講演会がありました。市民

１人当たりの利用が全国でもトップクラスの千葉県浦安

市立中央図書館に、司書として 33年間勤務した伊藤明美

さんが、『本の楽しさを子どもたちに』と題して講演。子

どもに読み聞かせる本を選ぶこつや、美しい日本語を子

どもたちに伝えることの大切さなどについて話しました。

うちどく推進講演会

本の楽しさを子どもたちに

↑「絵本の絵は文章に書かれていないことを語っている」
と話す伊藤さん
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2.16

82020.3広報伊万里



み ん な の 広 場

『伊万里観光いろはかるた』市内小学校交流大会

畳の上の静かな戦い

先生や保護者の応援の中、熱戦が繰り広げられました

↑見事優勝を手にした立花小学校Ｂチーム（後列）と準優
勝した同校Ａチーム

かるたを通して伊万里への郷土愛を育んでもらおうと、

伊万里ロータリークラブが主催する『伊万里観光いろは

かるた』市内小学校交流大会が市民センターでありました。

13 回目となる今年は９校 14 チームが参加。児童たち

は「伊万里名物トンテントン」などと札を読み上げる声

に耳を澄ましながら、素早い動きで取り合っていました。

子育て講座『ママフィットネス！！』

ママの心と身体をほぐします

↑レッスンを受ける参加者

2.1

2.5

市民センターで『ママフィットネス！！』が開催されまし

た。これは、市男女協働参画懇話会と子育て支援センター

ぽっぽが共催したもので、体型の崩れなど母親に多い身体

の悩みをフィットネスを通して改善するために実施。子育

て中の母親など20人が参加しました。寺野幸
さち

子
こ

さんを講

師に迎え、ストレッチや筋トレ、有酸素運動を行いました。

地域の緑化活動に取り組んでいる山代緑の少年団が、市

ソフトボール協会と協力し伊万里湾大橋球技場周辺に

サツキ 10 本やソメイヨシノ 10 本など４種類の苗木を

植えました。球技場への植樹は今年で９年目となりま

す。参加した子どもたちは、苗木が大きく育ち、春に

満開の花を咲かせるよう願いを込めながら植えました。

山代緑の少年団と市ソフトボール協会が緑化活動

地域を愛し自然に親しんで

↑山代西小学校の児童 11 人が少年団に入っています

2.11

波多津保育園の園児による防火豆まき

火遊びしません。約束だよ

勇気を振り絞って青鬼に立ち向かう園児たち

↑最後は鬼さんとハイタッチしてすっかり仲良しに

市内の保育園など10園で、伊万里消防署東分署・西分署・

北分署が、園児に防火意識を持ってもらおうと『防火豆まき』

を行いました。波多津保育園には、北分署の消防職員がふん

した『火遊び鬼』が現れ、最初は怖がっていた園児でしたが、

火の用心を呼びかけながら、豆に見立てたボールを投げ応

戦。鬼たちは改心し最後には園児たちと仲良しになりました。

2.3
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